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和水町の紹介
【和水町の位置・地勢】
和水町は、熊本県北西部、福岡県との県境に位置し、南北約19キロ、東西約9キロ、面積は約98平方キロ
メートルとなります。
和水町は、九州の中心部に位置し、九州縦貫自動車道菊水インターチェンジを有し、福岡都市圏まで60

分という交通の便に恵まれ、周辺には中小都市が存在し、都市へのアクセス条件のよい地域です。また、
菊池川と緑の山々などの豊かな自然と江田船山古墳、田中城跡や豊前街道を代表とする数多くの歴史的資
源に恵まれています。
更に産業面では、米をはじめ、野菜や果実等の農畜産物の生産が盛んであり、また電器、精密機械など

の企業を誘致して、農工併進による発展を遂げてきました。

【町の概要】
平成１８年（２００６年）３月１日、菊水町・三加和町が合併し
「和水町」が発足しました。
合併当時の人口は、１２，３７９人でしたが、令和８年６月末では、
８，７７４人と、人口減少が続いています。

町の花：ひまわり 町の木：桜 町の鳥：うぐいす 3
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町立病院の紹介①
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昭和23年3月 組合立江田町外三ヶ村共立病院創設

昭和29年4月 町村合併により「国民健康保険 菊水町立病院」へ名称変更

昭和51年4月 菊水町健康管理センターを併設

平成4年12月 訪問看護ステーションを併設

平成6年4月  在宅介護支援センターを併設

平成18年3月    ２町合併により「国民健康保険 和水町立病院」へ名称変更

平成25年4月 地方公営企業法の一部適用から全部適用へ移行

令和5年12月 電子カルテ導入

令和6年3月  スプリンクラー設備設置

令和7年4月  再来機の導入・自動精算機設置

和水町立病院の沿革
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町立病院の紹介②
【病院概要】
所在地 ：熊本県玉名郡和水町江田４０４０番地 菊水インターチェンジから３分
敷地面積 ：１７，４０９㎡、施設延床面積：６５２８．３０㎡
許可病床数 ：９１床（３階…一般３９床、地域包括ケア１０床、４階…療養４２床）
病床機能 ：回復期４９床、慢性期４２床
標榜診療科目：内科、外科、整形外科、小児科、脳神経外科、放射線科、リハビリテーション科
看護配置 ：一般病棟 １０対１ 入院基本料
主な機関指定：救急告示病院、臨床研修指定病院（協力型）

【病院理念】
医療を通じて住民が安心して生活できる社会づくりに貢献します。

【基本方針】
一、患者さんの意思を尊重し、最善の医療を提供します。
一、職員の和を尊び、チーム医療を推進します。
一、新しい知識を習得し、自己研鑽に努めます。



マニュアル策定から訓練までの経緯
令和５年度

・毎週１回の安全カンファレンス、月１回の安全管理委員会を開催。

・暴言対応、長時間の苦情電話対応など、ハラスメント事案が増加。

・令和5年10月、熊本県医療勤務環境改善支援センターから講師を迎え「カスタマ

ーハラスメント対策」をテーマに院内研修会を全職員対象で開催。

・研修終了後、「対応マニュアル」策定に着手。

令和６年度

・令和6年4月「対応マニュアル」策定。

・令和6年7月：１回目の「コードホワイト訓練」実施。

令和７年度

・令和7年8月：２回目の「コードホワイト訓練」実施。

・令和8年3月：外部講師による「ペイシェントハラスメント対策」院内研修開催。
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「ペイハラ対応マニュアル」の紹介①
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「ペイハラ対応マニュアル」の紹介②
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１ 訓練実施職員の打合せ会議
○日時：令和６年７月１８日（木）午後４時００分
場所：診療棟２階大会議室

２ コードホワイト訓練 当日
○日時：令和６年７月２５日（木）午後４時００分
場所：小児科外来

○ 院内で発生した暴言・暴力・脅し・セクハラ等を発見した場合、または受けた場合に、当該部署や応援に来た

職員での対応が困難な場面等を想定し訓練を実施しておくことで、有事の際に適切にペイハラに対応する能力を

身に着けることを目的とする。

○ 令和６年４月策定したペイシェントハラスメント対応マニュアルのコードホワイト実施基準に基づき実施する。

コードホワイト訓練について
令和6年7月17日（水）

病院管理会議 資料 和水町立病院

概 要

訓練内容

スケジュール

１ 対応訓練（館内放送有）
２ 通報訓練
３ 避難誘導訓練
４ 防御等訓練
５ 情報収集訓練

不穏な患者様が来院し、小児科外来にて暴言
を吐きながら待合室の椅子を蹴るなどのペイハ
ラがあり、不穏な患者様への対応及び、患者の
避難を実施。

訓練のシチュエーション

１ 訓練参加者はゼッケン着用とする。
２ さすまたを使用する。
３ 江田駐在所 川島巡査部長 参加

その他
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「コードホワイト訓練について」
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訓練後のアンケート結果・今後の課題
●訓練後のアンケート結果

・頭の中で分かっていても、実際動くのとは全く違っていた。

・訓練を行うことで実際にどのような行動するといいのか意識付けができた。

・緊張感のある訓練で、警察の方の説明もわかりやすかった。

・スタッフと連携し、訓練を行うことで、有事の際に役立つと思った。

●今後の課題

・１回目、２回目の訓練は「暴力・暴言」対応のコードホワイト訓練を実施したが、

セクハラ等の対応など様々なシチュエーションでの訓練も必要がある。

・今年度は各部署にハラスメント対策としてボイスレコーダーを購入したので、実際に

活用できるように訓練を実施する必要がある。

・ペイハラを生み出さない接遇・患者対応の研修を行う必要がある。
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ご清聴ありがとうございました。
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